	会議の結果

	件　　　名
	令和６年度田辺市社会教育委員会議　第２回定例会

	日　　　時
	令和６年７月31日（水曜日）　午後２時～午後３時40分

	場　　　所
	田辺市役所１階多目的ホール１

	
	○社会教育委員
出席者12名：　尾崎委員、加藤委員、桐本委員、久保委員、小山委員、坂本委員、
砂野委員、中根委員、西川委員、松場委員、宮本委員、柳川委員
欠席者１名：　九鬼委員
○事務局７名：　野田教育長、狼谷教育次長、那須生涯学習課長、大西生涯学習課参事、
下岡生涯学習推進係長、中野公民館係主事、小出生涯学習推進係主査



１．開会　教育長挨拶

２．議長挨拶

３．説明事項・報告事項
（１）第２次田辺市生涯学習推進計画（後期基本計画）令和５年度実施報告・令和６年度実施計画
について
（２）令和６年度市営プールの一般開放について
（３）文化振興課行事予定について
（４）南方熊楠顕彰館行事予定について
以上の項目について、事務局より一括して説明及び報告を行った。

【質疑応答・主な意見】
　　　　議長：今回の報告書はとてもよくできていて、令和５年度の結果と令和６年度の計画を比べるのにとても見やすく、変更箇所も分かりやすくて、大変よくできた報告書だという感想を持ちました。
Ａ委員：私も本当にこの資料見ていてすごくわかりやすいと思いながら読ませてもらいました。29ページの中段あたりにある「公民館における学習成果を地域に生かす機会の充実」に関して、すこし教えていただけたらと思います。この25回実施して、600人の参加人数という数値目標に対して、実績では実施が１回、参加人数が30人と書かれていて、これは一つの公民館で１回だけ実施をしたということだと思っているのですが、このことについて説明いただけますか。
　事務局：１回というのは資料にも記載のとおり新庄公民館のサークルが慰問に行ったときのものです。以前は、教室・サークルも多々あり、その活動の一環として福祉施設への慰問など、いろんなところに行っていましたが、令和５年度については、まだコロナ禍の影響が残っていた中で、行くのが減っていたということになります。資料に記載の「学習成果を地域に生かす機会の充実」という観点から、各館から報告のあった実績が１回だったということですが、かつてはそういった機会もたくさんあったので25回という設定をしているところです。今年もそういうことがたくさんあれば、実績に上げていきたいと思っております。コロナの関係で出かけていくことが少なくなったとは思いますが、教室・サークル活動が少なくなってるということではないと思いますので、今後そういったケースがあった場合には、これに含めて報告させていただきますので、引き続きよろしくお願いいたします。
Ｂ委員：市営プールに関連して、夏休みの地区水泳がなくなったという話を聞きまして、その要因としてプールの水と気温の差の具合で中止になったところがあるということだったんですが、どういった設定であるのか、また、この市営プールに関してはそういったこともチェックしているのか、教えていただけますか。
事務局：多くの学校では、気温と水温を合わせて50度以上となっていることを目安に水泳授業を行っています。最近、ニュースなどで聞かれる場合は、気温と水温を合わせて60度以上あればやめたほうがいいのではないかということも言われていますが、明文化されたものということではございません。それから、地区水泳につきましては、地区によって再開しているところとしていないところがありまして、痛ましい事故などを経て、かなり慎重になっている地区があるのかなと思います。従来のように、当番を決めて子供クラブや地域の方が見ている場合もありますが、中には、子供を連れてくるのであれば必ず親が一緒についてきてくださいというような制限をかけている学校もあるように聞きますので、対応については様々ですけれども、全体として、地区水泳は若干減少傾向にあると感じていますが、はっきりとした数字を把握しているわけではございません。
Ｂ委員：市営プールはどうでしょうか。
事務局：生涯学習課では、市営プールの運営に関する資料を持ち合わせてないので、スポーツ振興課に後日確認の上、回答させてもらえればと思います。
Ｂ委員：とにかく安全が守られているのかなという問い合わせです。
　　　事務局：水温管理や水質管理というのは当然やっております。
　　　　議長：実施報告を見て、スポーツ関係の事業で大分目標を下回っている項目が多いという印象を受けました。目標設定の数値も変わってたり変わってなかったりなんですが、この１年だけの経過なので、またしばらく経って目標の数値が変わるんだろうかという思いで見たりもしておりました。

４．協議
（１）人材育成事業企画部会について
第２回人材育成事業企画部会において議論した内容について事務局より説明し、協議を行った。
その結果、田辺高校出張講座については、人材育成事業企画において確認した方向で進めることとし、東陽中学校出張講座については、日程や人選等について事務局が中心となって東陽中学校と調整を進めていくことを確認した。また、田辺工業高校出張講座については、３名の講師候補と交渉を進め、その結果を踏まえて次回の部会で講座の構成や進め方を検討することとなった。一般公開講座については、人材育成事業企画部会において確認した方向で進めることとし、実施時期や詳細の内容については次回の部会で検討することとなった。
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　　東陽中学校出張講座
Ｃ委員：東陽中学校から田辺市役所への移動等あるので、時間設定についてはまた考えていきたいと思っています。普段の授業で言えば、11時30分から授業があってその後に給食なので、資料のとおりの時間設定だと少し厳しい部分があるため、全体的に15分程度遅らせてもらう方がいいかと考えていますが、また詳細検討させてもらえればと思います。また、職場体験を踏まえての講座ということで、今年度は10月１日から３日にかけて職場体験を実施する予定で、計画を進めています。地域の事業所を中心に担当の職員がお願いに回っているところですが、生徒の多い高雄中学校と上秋津中学校の職場体験が同じ日程らしく、もしかしたらですが、田辺市役所にもお願いに行きたいという学年の意向も聞いています。そうなると、話が被る部分も出てくるかもしれないので、その際は調整させていただきたいと考えています。職場体験した上で、出張講座を受けて、最後にキャリア教育のまとめに入っていって、２月の立志式につなげていくような計画で進めていきたいと考えていますので、よろしくお願いいたします。
　　　　議長：東陽中学校出張講座に関しても事務局とＣ委員の調整ということでよろしいでしょうか。
一同：異議なし。

　　田辺工業高校出張講座
議長：今の段階で岡田さんと玉瀬さんのお名前が挙がっていますが、昨年度登壇される予定だった田辺工業高校出身のクオリティソフトでお勤めになられている方は講師の候補から外れているんだろうかというようなご意見を先ほど個人的にいただきました。私としましても、Ｇ委員からの提案で、工業高校に入ったものの、目標を見失った形で退学するとか、一生懸命勉強しない生徒が出てきているということなので、卒業した後、いろんなことがあっても地元で頑張っている人のお話を聞いてもらうのがいいのではということで、岡田さんと玉瀬さんの名前が挙がってきたと思っています。一方で、田辺工業高校に目標を持って入ってきた生徒さんもいる中で、この２人だけでいいのかとも思っていて、田辺工業高校卒業後の進路として、イメージしやすいところに就職して頑張っている方が１人いた方が、全体の流れとしてはいいかなという思いも持ってるんですが、そのあたりはいかがでしょうか。
副議長：昨年度は、田辺工業高校出身の社員さんにも登壇してもらうということで、一旦まとまっていたけれども、その後、日程が近づいて都合が合わなくなったということでしたか。
　　　事務局：当初、打ち合わせの時点では、竹中さんと田辺工業高校出身の方２人で登壇いただく予定でしたが、実施の少し前に都合がつかなくなったということで連絡をいただきました。
　　　副議長：そこまで話がまとまっていたなら、リベンジということでやってもらってもいいかなと思いましたが、３人だと忙しいでしょうか。
議長：それぞれの方にお願いをしていない段階なので、場合によっては２人、１人での登壇になる可能性もありますし、今回の目的からしても、クオリティソフトの方も候補に含めておくのがいいと思います。
Ｄ委員：候補としては何名か確保しておくべきだと思います。ただ、45分間で３人となると、ちょっとお腹一杯というか、時間的な制約もあるので、２人がちょうどいいように思います。
Ａ委員：今回、候補に挙がっているお二人が上手く喋れるかどうかわからないということだったので、もし言葉に詰まって出てこなくなったとしても、Ｈ委員が一緒に前にいるので、いろいろと思いを引き出してもらえるだろうというような目論見もあって、皆さんでＨ委員の背中に飛びついたんですが、Ｈ委員が当日不在となる中で、なかなかお話を引き出しながら進行するのは難しいように思いました。
議長：そのことを踏まえてですが、ご紹介いただいた方が一緒に前に出てもらえたら上手く話を引き出せるんじゃないかと思いまして、もし岡田さんが受けてくださるなら、Ｉ委員も前に出ていただくような形で、知ってる人には話しやすいと思うので、生徒さんに向けてというよりも、知ってる人に話してもらうような状況がつくれたらと、ふと思いました。副議長も玉瀬さんはよくご存じなんですよね。
副議長：長らく会ってませんが、知っています。
Ａ委員：45分で３人は時間的に厳しいのではないですか。
Ｅ委員：以前、私も45分という時間設定で、３人の先輩を招いて在校生向けに話をするというセミナーをしたことがあって、取材でもないんですが職場の上司の方にもご理解いただいて、事前に写真も撮らせてもらって、出していい写真かどうかという確認もいただきながら組み立てていきました。考えておいて欲しいこと、質問内容をこちらから事前に投げかけておけば、その場で考え込まずに話せるかと思うので、お腹一杯にはなるのかもしれないんですが、やり方次第では無理でもないのかなと思いました。例えば、「在学中どんなふうに思っていたか」、「高校時代と働き始めてからの違いとは何か」、「振り返ってみて高校時代にできることは何だったか」、「やりがいとは何か」など、ある程度項目を事前に伝えて、考えておいてもらえば、大丈夫じゃないかなと思っています。
　　　副議長：３人45分で時間が足りないということはなかったですか。
　　　Ｅ委員：事前に打ち合わせして、シミュレーションできたというのが大きいかもしれませんが、特に時間が足りないということはなかったです。また、先輩の言葉なので響いていたように思います。
　　　Ｆ委員：議長からもありましたが、工業高校からの進路という観点でクオリティソフトの方が候補として挙がっていて、他のお二人については、挫折した経験だったり、女性だったり、高校生が抱えている問題や悩みのどこかに当てはまる話をしてもらえるんじゃないかと思うので、３人が可能であれば３人がいいと思いました。
　　　　議長：今回３人の方を候補として全員と交渉を進めるということでよろしいでしょうか。
　　　　一同：異議なし。
副議長：場合によっては１人だけということも考えられますが、例えば、クオリティソフトの方１人ということであれば、昨年に引き続き竹中さんにも来てもらうというのも一つだと思います。いずれにしても交渉結果を踏まえて、次回の部会で協議できればと思います。

　　一般公開講座
　　　　　議長：一般公開講座について、真砂市長にご登壇いただくという方向性はいかがでしょうか。一番のねらいは、真砂市長だから話を聞きに行く、でも社会教育にはあんまり興味がないという人に対して、社会教育の話を聞いていただけるということかと思います。ただ、公民館や社会教育をそのままテーマとして掲げるという議論にもなっているので、「社会教育と言わない社会教育」というのはキーワードになるのか疑問に思っています。
副議長：資料にもありますが、人材育成事業企画部会としては、真砂市長に依頼する方向で調整を進めていくことを確認していますが、市長に基調講演を依頼するのはやめておこうという方はいませんか。特にいなければ、日程と内容を詰めていくだけだと思っていますが、日程的な部分で事務局の都合も含め、避けた方がいい日程等あれば共有してもらえればと思います。
事務局：市長のスケジュールを確認できていないので、この時期であれば可能ということは言えませんが、実施時期としては、他に企画している出張講座等と同じ時期にならないように設定する方がいいかと思います。最短で考えても、９月の定例会で詳細を確定させ、その上で、広報田辺への掲載等周知に向けた手続きを踏んでいくという流れになるため、10月や11月より早く実施するというのは難しいと考えています。イメージとしては、１月から３月の実施が現実的かと思います。
副議長：議会を含めて、実施が難しいという時期はありますか。
事務局：６月、９月、12月、３月と定例の市議会があるので、その日程は基本的に外す必要があるかと思います。そういったことを踏まえると、昨年度のように２月中旬あたりが調整しやすいかと思いますが、この場で日程を決めるのは難しいので、次の部会で協議させてもらえればと思います。その時点のものになりますが、１月から３月の市長日程を確認しておきます。
議長：少し先の話になるということで、今後の人材育成事業企画部会にて調整ということでよろしいでしょうか。
　　一同：異議なし。

５．その他
（１）令和６年度田辺市社会教育功労者表彰に係る選考委員について
　・昨年度に引き続き、Ｇ委員、Ｂ委員、Ｈ委員、Ａ委員の４名を選考委員として選出。
（２）第３回定例会の日程調整について
　・第３回定例会を９月下旬から10月上旬の間で調整することとし、本宮地域または大塔地域において開催することとした。（スケジュール調整が難しい場合は、第４回定例会を本宮地域または大塔地域において開催。）

６．閉会　副議長挨拶
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